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実習生を受け入れて  

 ハピネス歯科こども歯科クリニック 

                     歯科衛生士 青山 佳奈 

ハピネス歯科では、三河歯科衛生学校の実習生の受け入れをはじめてから約２年が

経ちました。当院では歯石除去、歯面清掃ができるように指導し、最終日にテストを

行なっています。実習期間は 2 ヶ月弱ですが、少しでも歯科衛生士になったとき即戦

力として働けるように全員に実施しています。日に日に出来ることが増えていくと実

習生も自信がついてきますし、積極的にやろうとする姿勢がみられます。 

ハピネス歯科に実習に来てもらったからには、技術面の成長は勿論ですが、人とし

て社会人として成長してほしいという思いもあります。基本的な事ですが挨拶をする、

返事をする、感謝をする、身だしなみを整える、素直でいる事。どれも当たり前のこ

とですが、すべて社会人としてとても大切なことです。最終日には、技術面や社会人

としてのありかたを学んだ実習生が来た時よりも成長し自信をもって卒業していきま

す。皆口々に「ハピネスに実習に来られて本当によかった！」と言ってくれます。そ

の言葉が私たちにとって何よりの励みになっています。 

また、私達スタッフにとっても実習生を指導することで学べる事も沢山あります。

人に教える事で自分が理解できていなかったことに気づけたり、どうやって教えたら

分かりやすいかを考えるようになったりします。ハピネス歯科のスタッフもそうして

成長することが出来ています。このような互いに成長できる機会を頂けて大変嬉しく

思います。これからもよろしくお願いします。 

  

１ ３期臨床実習まとめから 

１) 臨床実習の感想～抜粋～ 

『患者さんをよく観察し、体調を把握す

ること。話をよく聞き、口腔内の状態か
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ら抱える日常の問題点やストレス、生活

環境が見えてくることで、患者さんに指

導する指導内容が濃くなることを知った。

有意義な実習であった。』、『このまま 3期

の実習が終わってしまったら、きっと後

悔すると思った。今だからこそ学べるこ

とがあるのではないかと、色々な所に目

を向けてみると、“〇〇先生の患者さんへ

の説明がとても分かりやすい。”、“患者さ

んのこんなところに注目していたんだ。”、

“先生が説明している間に必要な準備が

始まっている。”など、今まで気がつかな

かった事が見えてきた。実践して動いて

みると、日を重ねるごとに分かる事が増

え実習が楽しくなった。』、『未だに治療の

際焦ってしまうと周りへの意識が低くな

ってしまう。４期では、患者さんや周り

のスタッフに対しての最善の行動は何か、

様々な処置の中で何をすべきかを瞬時に

判断して行動していきたいと思う。また、

身に付けた知識を発揮しながら頭で考え

過ぎず、たとえ失敗しても自らの反省点

をみつけ改善に繋がる取り組みにしたい。

実習施設の皆さんの温かさや優しさを模

倣し、いつ何時でも明るくハキハキと患

者さんを笑顔で迎えられる歯科衛生士を

目指し、自信をつけていきたいと思う。』 

注意深く人の行動・言動を観察するこ

とはとても大切です。その人が今何を望

んでいるのか、どう行動したらいいのか、

優先順位を考えた行動を心掛けてもらい

たいと思います。目指すべく歯科衛生士

像に向かってより多くの事を身に付けて 

ほしいと願っています。 

２）臨床実習自己評価 

「基本的事項に関する評価」 

①社会人としての基本姿勢(７項目合算平均 

 １期 ２期 ３期 

よくできた 53.9％ 58.2％ 60.0％ 

できた 34.3％ 35.4％ 33.2％ 

あと少し 11.4％ 6.1％ 6.1％ 

できなかった 0.4％ 0.3％ 0.7％ 

②患者理解 (２項目合算平均) 

 １期 ２期 ３期 

よくできた 63.8％ 57.5％ 65.0％ 

できた 27.5％ 30.0％ 26.3％ 

あと少し 8.8％ 12.5％ 8.8％ 

できなかった 0.0％ 0.0％ 0.0％ 

③学習姿勢(６項目合算平均) 

 １期 ２期 ３期 

よくできた 32.5％ 27.1％ 40.8％ 

できた 44.6％ 57.9％ 43.8％ 

あと少し 21.7％ 14.2％ 15.4％ 

できなかった 1.3％ 0.8％ 0.0％ 

「実習帳に関する評価」(５項目合算平均) 

 １期 ２期 ３期 

よくできた 40.5％ 38.5％ 40.0％ 

できた 38.0％ 46.5％ 48.5％ 

あと少し 19.5％ 14.0％ 10.0％ 

できなかった 2.0％ 1.0％ 1.5％ 

「歯科診療補助に関する評価(13項目合算平均) 

 １期 ２期 ３期 

よくできた 19.8％ 16.7％ 26.7％ 

できた 38.1％ 48.1％ 45.8％ 

あと少し 34.4％ 29.2％ 22.5％ 

できなかった 5.2％ 2.3％ 1.5％ 

実施していない 2.5％ 3.7％ 3.5％ 

 



 

 



 


